佐橋甚 五郎 



メ. 4 區ダ 



ほうたいこう ちょうせん 

豊 太閤が 朝鮮 を 攻めてから、 朝鮮と 日本との 間に 

そう つし まの かみよし とし とくが わ 

は 往来が 全く 絶えて いたのに、 宗対馬 守 義智が 徳川家 

むね う きも けいちょう く 

の 旨 を 承け て 肝い り をして、 慶長九 年の暮れに、 

しょううん そん ぶんいく 

松 雲 孫、 文※ 〔# 「或」 の 「ノ」 の 部分が 三本、 102-2〕、 

きんこう しゅん 

金考舜 という 三人の 僧が 朝鮮から 様子 を 見に 来た。 

いえ やす むらさきの だいとく じ と 

徳川家 康は 三人 を 紫 野 の 大徳 寺に 泊まらせ ておいて、 

ひで ただ じょうらく め み 

翌年の 春 秀忠と い つし よに 上洛 した 時に 目見え を さ 

せた。 

中 一年 置いて 慶長 十二 年 四月に、 朝鮮から 始めての 

すん ぷ いんきょ きょうと 

使が 来た。 もう 家康は 駿府に 隠居して いたので、 京都 

え ど さ しず 

に 着いた 使 は、 最初に 江戸へ 往け という 指図 を 受けた。 



うるう ほんせい じ 

使は閏 四月 二十四日に 江戸の 本 誓 寺に 着いた。 五月 

六日に 将軍に 謁見した。 十四日に 江戸 を 立って、 十九 

おきつ せいけん じ うま 

日に 興 津の清 見 寺に 着いた。 家 康は翌 二十日の 午の 刻 

に 使 を 駿府の 城に 召した。 使 は 一 応 老中 

ほんだ こうずけ のす け まさず み やしき 

本 多 上野 介 正 純の 邸に 入って、 そこで 衣服 を 改めて 

とじょう 

登城す る ことにな つ た。 

つうせ いた ゆうりょ ゆうき つ つうくん たゆうけ いせん 

このたびの 使 は 通 政 大夫呂 祐吉、 通 訓大夫 慶暹、 同 

丁 好 寛の 三人で ある。 本国から 乗物 を 三つ 吊らせて 来 

た。 呂祐吉 の 乗物に は 造花 を 持たせた 人形が 座の 右に 

す ささ リ えん 

据えて あった。 捧げて 来た 朝鮮 王 李※ 〔# 「日 + 鉛の つ 

くり」、 102-12〕 の 国書 は 江戸へ 差し出した。 次 は 上々 



きんせんち ぼくせんち きょうせんち ながさき 

官金 僉知、 朴僉 知、 喬僉 知の 三人で、 これ は 長 崎で 造 

ら せた 白木の 乗物に 乗って いた。 次 は 上官 二十 六 人、 

中官 八十 四 人、 下官百 五十 四 人、 総 人数 二百 六十 九 人 

くらおき うま ぴき こに だう ま 

であった。 道中の 駅々 では 鞍 置 馬 百 五十 疋、 小 荷駄 馬 

二百 余疋、 人足 三百 余人 を 続ぎ 立てた。 

駿府の 城で はお 目見え をす る 前に、 まず 献上 物が 

ひろえん なら にんじん きん しろ あさぬの みつ 

広縁に 並べられた。 人参 六十 斤、 白苧布 三十 疋、 蜜 百 

みつろう よいろ しんもつ 

斤、 蜜蠟百 斤の 四 色で ある。 江戸の 将軍家への 進物 十 

リゃ くぎ 

一色に 比べる と はるかに 略儀に なって いる。 もとより 

江戸と 駿府 とに 分けて 進上 するとい う 初めから のしく 

ぬ. 5 さ 

みではなかった ので、 急に 抜 差し をして ととのえ たも 



きんせんち とうみ こし 

白銀 三百 枚、 次の 三人 金僉 知らに 刀 三 腰、 白銀 百 五十 

ちょ I つちく 

枚、 上官 一 一十 六 人に 白銀 一 一 百 枚、 中官 以下に 鳥目 五 百 

ひきもの おく 

貫 を 引 物と して 贈った。 

本 多の 指図で、 使の 一行 は その 日のう ちに 立って、 

ふじえ だ 

藤 枝まで 上った。 京都 紫 野に 着いた のが 五月 二十 九日、 

大阪へ 出た のが 六月 八日で、 大阪で 舟に 乗り込ん だの 

が 六月 十一 日で ある。 朝鮮 征伐の 時の 俘虜の 男女 千 三 

百 四十 余人 も、 江戸からの 沙汰で、 いっしょに 舟に 乗 

せて 還され た。 

みかわの かみ 

浜 松の 城が できて、 当時 三 河 守と 名のった 家 康はそ 



て、 大切に していた そうで ある。 また その 大小 を甚五 

郎が ふだん ほめて いたそう である。 

甚 五郎の 行方 は 久しく 知れずに て、 とうとう 蜂 谷の 

いっしゅうき じゅうけい げん だ ゆう 

一 週 忌 も 過ぎた。 ある 日甚 五郎の 従兄 佐 橋 源 太夫が 

浜 松の 館に 出頭して 嘆願した。 それ は 遠く もない 

i 舎に、 甚 五郎が 隠れて いるの が 知れた ので、 助命 を 

願いに 出た ので ある。 源 太夫 はこうい う 話 をした。 甚 

さぎ かけ 

五郎 は鷺を 撃つ とき 蜂 谷と 賭 をした。 蜂 谷 は 身に つけ 

ている もの を 何なりと も 賭けようと 言った。 甚 五郎 は 

運よく 鷺を 撃った ので、 ふだん 望み を かけて いた 蜂 谷 

の 大小 を もらおうと 言 つ た。 それ もた だ もらう ので は 



わそう」 

たた^- お 

「はつ」 と 言って 源 太夫 はしば らく 畳に 顔 を 押し 当 

てて いた。 ややあって 涙ぐんだ 目 を あげて 家 康を見 

て、 「甚 五郎め にいた させます る 御 奉公 は」 と 問うた。 

「甚 五郎 は 怜悧な 若者で、 武芸に も 長け ている そうな。 

あまり 

手に 合うなら、 甘 利 を 討た せい」 こう 言い放った まま、 

家 康は座 を 起った。 

もちづき よ かい たけ だかつよ リ しろ さぶ ろう 

望月の 夜で ある。 甲斐の 武田勝 頼が 甘 利 四 郎三郎 を 

じょうばん こ とおとう みのく に はい ばら ごお リ こやま えん 

城番に 籠め た 遠 江 国 榛原郡 小山の 城で、 月見の 宴 

もよお たいひよう ひまん たいはい 

が 催されて いる。 大兵 肥満の 甘 利 は 大盃 を 続け ざま 



身 を 放さずに 持って いる 笛で ある。 夜 はし だいに ふけ 

ろうそく しん はし 

て 行く。 燃え 下がった 蠟燭の 長く 延びた 心が、 上の 端 

は 白くな り、 その 下 は 朱色に なって、 氷柱の ように 垂 

れた蠟 が 下に はう ずた かく 盛り上がつ ている。 澄み 

にご しょく ざしき 

切った 月が、 暗く 濁った 燭 の 火に 打ち勝って、 座敷 は 

いちめんに 青み がかった 光り を 浴びて いる。 どこか 近 

， J お ろぎ ね 

くで 鳴く 蟋蟀の 声が、 笛の 音に まじって 聞こえる。 甘 

まぶた 

利 は 瞼が 重くな つた。 

たちまち 笛の 音が とぎれた。 「申し。 お 寒う は ござ 

あおむ 

り ませぬ か」 笛 を 置いた 若衆の 左の 手が、 仰向けに なつ 

おさ あさぎい ろ 

ている 甘 利の 左の 胸 を 軽く 押えた。 ちょうど 浅葱 色の 



見えの 時 一 言 も 甘 利の 事 を 言わなん だ。 蜂 谷の 一 族 は 

おおとの おぼしめ 

甚 五郎の 帰参 を 快く は 思わぬ が、 大 殿の 思 召し を かれ 

これ 言う こと はでき なか つ た。 

甘 利 は 死んでも 小山の 城 はま だ 落ちずに いた。 その 

うち 世間に は 種々 の 事が あった。 先に 武田 信玄が 死ん 

うえす ぎけん しん さい 

でから 七 年 目に、 上 杉 謙 信が 死んだ。 三十 六 歳で 

うこんえ ごんしょう しょう 

右 近衛 権 少将に せられた 家康の 一 門 はます ます 栄えて、 

ちゃくし おぎ まる 

嫡子 二 郎三郎 信康が 二十 一歳に なリ、 二 男 於義丸 

ひでやす つきやま どの 

(秀康 ) が 五 歳に なった 時、 世に いう 築山 殿 事件が 起 

けんぎ しょうがい 

こって、 信康は むざんに も 信 長の 嫌疑の ために 生害 

う おさまる ひで ただ 

した。 後に 将軍職 を 承け 継いだ 三男 長 丸 (秀忠 ) はちよ 



ふくまつ まる ただよし 

うど この 年に 生まれ、 四 男 福 松 丸 (忠吉 ) は その 翌年 

に 生まれた。 それから 中 一年 置いて、 家康が 多年 目の 

上の 瘤の ように 思った 小山の 城が 落ちた が、 それ はも 

ほろ ひそうげ き 

う 勝 頼の 滅びる 悲壮 劇の 序幕で あつ た。 

武 田の 滅びた 天 正 十 年 ほど、 徳川家の 運命の 秤が 

らんこうげ あけち みつひで 

乱高下した 年 は あるまい。 明智 光秀が 不意に 起って 信 

はしば ひで よし もう リ わぼく とむら いが つ せん 

長 を 討ち取る。 羽 柴秀吉 が 毛 利 家と 和睦して 弔 合戦 

に 取って返す。 旅 中の 家康は 茶屋 四 郎次郎 の 金と 

ほんだ へ いはちろう ゃリ おか ざき 

本 多 平 八 郎の繾 との 力 を かりて、 わずかに 免れて 岡 崎 

さいそく なるみ 

へ 帰った。 さて 軍勢 を 催促して 鳴 海まで 出る と、 秀吉 

の 使が 来て、 光秀の 死 を 告げた。 
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